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秋田県は甘粛省と友好交流協定を交わして以来35年を迎えます。この間文化交流をは

じめ森林林業、医療、商工、考古学等様々の各分野において密接な友好交流関係を深め

て参りました。 

秋田県内で半世紀以上にわたり、森林造成に取組んできた秋田県林業育成協会は、

2004年10月から日中緑化交流基金の助成により、砂漠化の拡大など環境悪化が進行する

蘭州市南北両山における植林事業に蘭州市南北両山環境緑化工程指揮部と共同で取組

み、2010年9月までの6年間で149ha(≒2,200ムー)に側柏・山杏の苗木376,000本の植林事

業を完成しました。 

NPO法人あきた白神の森倶楽部はこうした活動を引継ぎ、2010年10月から2016年9月

までの6年間で138ha(≒2,100ムー)に側柏・山杏・刺槐・紅柳の苗木348,000本を植栽して

きました。 

 

これらの植栽地における生存率

は95％で生育状況も極めて良好な

ことから、中国国家林業局は森林造

成モデル林と位置づけ高い評価を

示しております。 

この度、日中緑化交流基金の助成

制度を活用した蘭州市南北両山水

土保全林造成事業は、現地カウンタ

ーパートの真剣な取組みにより、生

態環境の改善をはじめ様々な分野

において大きな成果を挙げながら

竣工に至りました。 

この12年間、助成事業の実施を契機として様々な波及効果を挙げる事が出来ました。

その一つは飛砂防止等の生態環境改善の効果が挙げられます。蘭州市は黄土高原に位置

し恒常的な旱魃地域であり砂嵐等の自然災害多発地域であるため、市政府は生態環境改

善に向けて全力で取組んでおりますが、そうした中で助成事業の実施地域は急傾斜荒廃

地で難度の高い作業条件にありながら生存率95％の好成績を維持し、その技術力は地域

において他の規範と位置づけされており、将来的には水源涵養･土砂崩壊防止等の水土

保全機能をはじめ空気浄化等生態環境改善に大きな効果が期待されていること。 

二つ目には地域の経済面における効果が挙げられます。毎年20～30haの植林事業には

≒6,000人～8,000人の地元農民が稼働し現金収入を得ており、植栽樹種の刺槐、山杏は

将来的には養蜂、果樹等の農産物生産に発展する経済効果が期待され地元農民にインセ

ンティブ(意欲刺激)を与えていること。 

三つ目には地域における植林意欲向上の効果が挙げられます。助成事業の実施は、生

態環境の改善を促進し、市の生態改善重点地区に指定されている南北両山の森林面積が

拡大され、市全体の植林事業に有効な助力となっていること、また生態環境改善の兆し

が表れていることから、観光振興にも大きな役割を果たしていること。 

これらと同時に農民･都市部一般市民、社会全体の生態環境保全の意識･植林意欲向上

に効果が表れていることを踏まえ、蘭州市政府は独自予算で荒廃地の森林造成に取組ん

でいること。 



以上のほかに、甘粛省から毎年秋田県に派遣された国際交流員や各分野の研修員(医学、

考古学、教育、観光等)の皆さんにより、2014年5月「蘭州秋田会」が発会したことが挙

げられます。これは助成事業の取組みを始めた2004年以来、秋田県林業育成協会並びに

あきた白神の森倶楽部との交流が発端となったもので、今後の各方面における友好交流

の大きな効果発展につながるものと期待されています。 

平成28年度からは同省天水市黄土高原植生回復事業が採択されましたが、蘭州市南北

両山における経験を生かし、現地カウンターパートと確り意思疎通を図りながら事業実

行に当りたいと考えております。 

 


